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感想  『環境意識 人と自然のつながり』：吉岡 崇仁教授 

 

・身近なテーマであり、内容は分かりやすかったが、人間の意識というものは多様であり、判断する

ことのむずかしさを実感した。 

・環境も人の意識の産物となりうる事を考えさせられました。 

・大変面白い講義でした。レポートをここに描かせていただきたいと思います。（１）人工林と天然生

林、私は天然生林が好きです。人工林（特に杉）もシュッとした杉が生えそろい、まっすぐ伸びて

いる景観がきれいなので好きですが緑が生い茂る天然生林が好きです。(2)鳥獣保護区で有害

捕獲も場合によってはありだと思っています。まさに牧場がその立場に置かれています。牧場含

め、この近辺は鳥獣保護区なのですが近年シカによる牧草地の被害がひどく、しかし鳥獣保護

区なため敷地内をフェンスで囲い、電気柵を使用するしか方法がありません。人間の都合で野

生動物を捕獲するのもいかがなものかとは思いますが鳥獣保護区であってもたとえば鹿は保護

区が設定された当初は少なかったかもしれないが今は逆に増えて有害である場合もあると考え

られます。捕獲数や有害獣の再調査などを依頼したうえで納得する形で駆除できたらなと考えま

す。(3)異分野交流することで自分自身知らないことを知ることができ、知識の幅が広がりますし、

ちょっとしたことでも自分の仕事に活かせるヒントになることもあるので自分自身のため、また職場

のためになりとても良いことであると思っています。そして最終的に京都大学全体のレベルがさら

にあがるのではないかと考えます。 

・ユーモアも交えた語り口で話に引き込まれた。環境意識について考えさせられた。 

・物事に対する人の感じ方や捉え方は多種多様であるということを理解しなくてはならないと感じ

た。 

・一言、環境といっても各自の意識の関わり、関係によって大きく認識が変わることがわかる。極論

でいえば自分にとって（物理的・精神的問わず）損得の有無ではないかと思う。 

レポート１）人工林というものが杉，檜等の木材用の針葉樹を植林してできたものであるのなら、

天然生林です。人工林では樹幹の下は日光が遮られて薄暗く、また子供の頃なら、虫取りに雑

木林に向かう時にあったであろうワクワク感が全くないからです． 

レポート２）何のためにその地域が鳥獣保護区に指定されたのか、まずはその理由を考えるべき

ではないか。推測するに、当該地域の鳥獣保護区指定当時は、問題になるほどの反対意見もな

くスムーズに指定されたのであろう。そして現在ではその当時とは状況が変わっていると思われ

る。鳥獣保護区と有害捕獲ではなく、当該地域で捕獲禁止な理由と有害捕獲に必要性として考

えるべきではないか。とまあ考えてはみたものの、現実は世間体やら人間関係やら、本来の目的

とは別の問題で難しいだろうなと。 

レポート３）異分野を知るということで、自身の見識が広がる。また異分野の人との人間関係を構 

築することができる。すると１日目の講義の「業務の取り組み方」と通ずるものがあるかもしれない 

が、人脈が広がることでまた見識も広がり、見識が広がることで新たな人間関係を構築するきっ 

かけを得られるとうまくいけばスパイラル状に自分を高めていけるのではないか。無論、すべてが 
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そのようにうまくいくことはありえないわけで、逆にマイナスに働くこともあるだろう。かえって業務 

の効率が落ちることもあっておかしくないと思う。そういったあらゆる可能性を考えるに異分野交 

流とはサークルのコンパやお見合いのようなものではないか。ただ効率だけを考えれば合わせ 

ればうまくいくことでもそれぞれに文化があり目指すものがあり、そういったものの影響は無視で 

きないであろう。ぐだぐだと考えてみたが、異文化交流の意義とは互いになんらかの影響を与え 

うる可能性と答えてこの問いの回答を閉めたいと思います。 

・経験や境遇によって生じる環境意識の差は、自然に対する考え方に正解はなく、また一つではな

いといことを改めて教えられました。 

・海岸のテトラポットを見て、見苦しいと思う人と懐かしいと思う人。各個人の見方や考え方によって、

環境に対する意識が違うという事を深く考えさせられた。 

・「人工林と天然生林どちらが好きですか」等の検討課題も入れながら、講義をしていただき「人と

自然のつながり」について、よく勉強になりました。また「環境意識」も高めることができよかったで

す。 

・自分の育った環境などが、人工的であるか自然であるかでその後の物事の感じ方受け止め方が

ちがうと聞いて、とても考えさせられた。初めに何を見るか、何を感じるかで世界観が変わるという

ことである。テトラポットが邪魔か懐かしいか？これはどちらも正しい感じ方で、否定することはで

きない。それでは、なぜ私は自然が好きか？自然が大切と思うか？ 答えるのは難しい。 しかし

ながら、育った環境が人々の様々な考えの根幹となしていると感じた。 

・環境意識について質問された際にでてきた写真が非常に印象深かった。人の手が入った森と原

生林で、どちらの写真の森が好きか？と言う問いに、自分は原生林に近い森が好きと感じたが、

実際は同じ森で写真を半分に分けて表示されただけだったが、それぞれを分けて見せられただ

けで全然印象が違うものとなった。また、海にテトラポットが沈んでいる写真を見て、どういう印象

に見えるかという質問で、懐かしいと感じるという話を聞いて、私もそうだと感じた。これは森の場

合も同様で、幼少期に慣れ親しんだ風景が最良と感じることを実感させられた。つまり、見る人に

よってその風景も全然違って見えているということであり、こうしたことが原因で、環境問題でも意

見が一致せず問題を更に難しくしているのではないかと感じた。 

・物事は、一つの場面、現象だけでは全体を理解する事が困難だと思う。講義の中でも、漁師が魚

を沢山取るためには、森林の問題について考える必要があるという話は、とても理解しやすい例

であった。環境問題は、個人の問題ではなく他人との関わり方が重要だと感じます。 

・環境という漠然とした意識が、もう少し明確になったと思う。 

・人の住む環境によって、森林への感じ方の違いがわかる大変よい機会になった。 

・講義中、海の中にテトラポットが埋めてあるスライドがあったが、これをどう思うか？という問いがあ

った。自分は率直に懐かしいなあと思った。というのは、海水浴で昔テトラポットまで泳ぎに行っ

たことがあって、そこでウニ採りをしたことがあるからだ。テトラポットには数え切れないくらいの大

量のウニがへばりついていて、波で左・右へと流されながらも頑張ってテトラポットからウニを引っ

ぺがしてはナイロン袋でせっせと集めたものだった。個人的な感想だとテトラポットは懐かしいと
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感じたが、講義ではこのテトラポットを自然破壊だと主張する人もいるという話だった。講義の表

題にもあるように環境の意識はその人の自然に対するこれまでの経験（つながり）によって大きく

変わるのだなあと思った。 

・環境と一言で表すものも、受け止め方が人それぞれであることが分かりました。 

・講義をしてくださった吉岡先生の話術に引き込まれ、あっという間に時間が過ぎてしまったという

のが率直な感想だった。 

・人工林と天然生林では、天然林のほうが好きです。人工林では木の種類が少なく、殺風景に感じ

てしまったからです。鳥獣保護区で有害捕獲することは、有史以来の人間の手が加わった、また

は離れたことによるバランスの変化が、鳥獣を有害なものにしてしまったのなら、捕獲するのもや

むを得ないことだと思います。数が減れば、また保護対象に戻るかもしれません。 

 異分野交流や研修からは、端的には、自分には分からない他人がもつ価値観を知ることができる、

また、他人の努力を知ることにより、自身のモチベーション向上に繋がるという利点があると思い

ます。 （環境）意識は一人ひとり異なることを、再認識しました。多くの意識を知るように努めてい

きたいと思います。 

・全体を通して有意義な話がたくさん聞けた。自分が環境について、普段からどのように意識して

いるのか考えさせられるきっかけとなった。 

・意識という部分に関して、人それぞれであるという事、立場や環境によって変化することに対して

学問的好奇心が湧いた。自然とは一言だが、森林だけでなくそこに野生動物が関わると大きく

変化することなど、その辺りのバランスについて人がどう関わっていけばよいのかという点につい

て考える部分がある。 

・頂いたレポート題目について考えました。人工林と天然生林については天然生林が好きです。理

由としてはそこに多様なものが存在するからと思いましたが、試験地を見学している中で自然と

いえども時期を経て淘汰されていくものがあり、必ずしも多様なものがそこにあるとは限らないこと

に気付きました。鳥獣保護区での有害捕獲についてはどちらも人間の都合で行っている以上す

でに自然に反するのでそれを矛盾とは感じられません。異分野交流の意義は、異分野とは言え

お互いに技術を持って仕事をする上で重要な情報交換の場であると思っています。事務のよう

に人事異動を行うことがほぼないので今後ともこのような機会を大事にしたいと感じます。 

・環境への意識について、住んでいる地域、身近に森があるかないかで環境保全行動への意向が

異なり、環境保全活動の難しさを知った。 

・環境意識は、人それぞれの個人的環境認識でしかない事に気が付いて、目から鱗が落ちる思い

でした。そして、その意識に基づいて、「うち」と「そと」Not In My Backyard は、人間の根本的な、

自分さえ良ければいいという基本的な意識を垣間見る事が出来ました。ただし、それは視点の

違いであり、それぞれが正しい見方であり、否定する事でもない事は、思い知らされました。ただ、

それぞれの目的とするベクトルの総和が、環境に作用して、新たな環境意識を作り出す事になり、

環境テロ等、自然に対する人間の傲慢さに脱力感を持って受け止めざるを得ない現状です。ど

のように人と自然が繋がって行くか、あらゆる環境意識を元に考えて行きたいと思いました。 
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・環境の捉え方自体が、個人の経験によっても、当事者、周辺住民、第三者といった立場の違いに

よっても大きくかわることがよくわかりました。 

・人工林と自然林の 2 枚を見比べたときにどちらの林が好きか見比べた時にその人の経緯や現場

によって様々な認識の違いが出ました。環境問題はある一面から見れば環境破壊かも知れない

が別の面から見れば生活の安全を守るためであるかもしれず、難しい問題であると思いました。 

・仮想質問によるアンケートを用いた環境意識に関する研究は、手法も解析結果もとても興味深か

った。できれば手法をもう少し詳しく聞いてみたいと思った。また講義の中で環境のことや技術職

員研修そのものについていろいろと考えるきっかけを与えて下さり、大変ためになった。 

・先生の講義が大変面白く、あっという間に時間が過ぎていたのが正直な感想であった。人の見方

によって考えが変わってくるのは確かにそうで、林業で大事な作業に間伐があるが、この間伐材

は割りばしなどに利用されたりする。近年では、環境問題により、マイ箸を持つ者が増え、割りば

しの利用を減らそうという動きもあるが、間伐材を利用した箸なので環境問題には関係ないこと。

また、割りばしの利用は林業に収益をもたらし、林業を活性化させるということにつながる。物は

多方面から見て判断することが大事だということを改めて感じた。そして、林業と、漁業の意外な

つながりがあることも今回の講義で分かったことは大きな発見になった 

・環境意識は人の視点・立場により大きく異なることがある。懊悩しても正解が出せない哲学的課題

と思う。 

・物の見方や、捉え方は個人によって千差万別であるということを改めて感じました。 

・「人工林」と「天然生林」の捉え方、森に関するアンケートの結果で、人の環境意識はそれぞれで

あることを改めて感じ、環境意識について勉強になった。 
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